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（如月）
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２・３―町長・町議会議員選挙結果
４―町上東地域活性化センターが完成
５―確定申告、町・県民税申告
６・７―ピックアップニュース
８・９―カメラルポ
10・11 ― 保健だより
12 ―イベント情報
13 ―年金だより
14・15 ―くらしの情報
16 ―立山魅力人

町内すべての小・中学校で1月 8日に 3学
期がスタートし、釜ヶ渕小学校では書き初め
大会が行われました。児童は、気持ちを新た
に真剣なまなざしで筆を執っていました。

一筆入魂
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任
期
満
了
に
伴
う
立
山
町
長
・
町

議
会
議
員
選
挙
が
1
月
19
日
に
告

示
、
24
日
に
町
内
16
カ
所
の
投
票
所

で
投
票
が
行
わ
れ
、
即
日
開
票
さ
れ

ま
し
た
。

　

町
長
選
挙
は
現
職
と
前
職
の
二
人

が
立
候
補
し
、
開
票
の
結
果
、
舟
橋

貴
之
氏
が
再
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

町
議
会
議
員
選
挙
は
現
職
12
人
と
新

人
3
人
が
立
候
補
し
、
14
人
が
当
選

し
ま
し
た
。

　

当
日
の
有
権
者
数
は
男
性
１
０
，

７
２
６
人
、
女
性
１
１
，
９
６
４
人

の
合
わ
せ
て
２
２
，
６
９
０
人
で
し

た
。投
票
率
は
、町
長
選
が
78
・
67
％
、

町
議
選
が
78
・
65
％
で
、
前
回
（
平

成
18
年
町
長
・
町
議
選
と
も
に
83
・

69
％
）
に
比
べ
て
町
長
選
が
5
・
02

ポ
イ
ン
ト
、
町
議
選
が
5
・
04
ポ
イ

ン
ト
下
回
り
ま
し
た
。

　

町
長
、
町
議
会
議
員
の
任
期
は
、

2
月
10
日
か
ら
4
年
間
で
す
。

■
当
選
証
書
附
与
式

　

1
月
25
日
、
当
選
証
書
附
与
式
が

役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

和
田
孝
信
選
挙
管
理
委
員
長
が
当

新しい町議会議員の皆さん
町民の皆さんと行政をつなぐパイプ役

無所属、❶、会社役員
【岩峅寺、51歳】

亀
かめ や ま

山 彰
あきら

自由民主党、❹、会社員
【坂井沢、54歳】

坂
さ か い

井 立
た つ ろ う

朗
自由民主党、❹、農業
【寺田、62歳】

窪
く ぼ た

田 一
い っ せ い

誠

党派、当選回数、職業
【住所、年齢】

氏
し

　名
め い

当 舟橋　貴之 10,730票

大辻　進 6,934票

町長選挙結果

▶投票総数／17,851票▶有効投票数／17,664票
▶無効投票数／187票▶持ち帰り等／0票

当 窪田　一誠 1,511票

当 坂井　立朗 1,389票

当 亀山　彰 1,286.513 票

当 中川　太一 1,275票

当 米田　俊信 1,269票

当 町田　信子 1,236票

当 村田　昭 1,218.486 票

当 石川　孝一 1,214票

当 佐藤　康弘 1,190票

当 桑原　米藏 1,156票

当 村井　隆夫 1,145票

当 伊東　幸一 1,062票

当 髙嶋　清光 1,037票

当 後藤　智文 852票

廣嶋　秀一 777票

町議会議員選挙結果

▶投票総数／17,845票▶有効投票数／17,618票
▶無効投票数／227票▶持ち帰り票／0票
※得票の小数点表示は、按分によるものです。

投票区 当日有権者数 投票者数 投票率

五百石 4,419人 2,975人 67.32％

下段 2,510人 1,617人 64.42％

高野 2,474人 1,471人 59.46％

大森 2,191人 1,387人 63.30％

利田 2,246人 1,440人 64.11％

日中上野 975人 637人 65.33％

新瀬戸 701人 448人 63.91％

東谷 451人 304人 67.41％

東峯 78人 41人 52.56％

釜ヶ渕 1,736人 1,159人 66.76％

岩峅 1,624人 1,081人 66.56％

横江 82人 59人 71.95％

千垣 195人 137人 70.26％

芦峅寺 370人 281人 75.95％

新川西部 2,357人 1,543人 65.46％

新川東部 281人 187人 66.55％

期日前 ― 　  2,956 人 ― 　  

不在者 ― 　  128 人 ― 　  

合計 22,690人 17,851人 78.67％

投票区別投票率（町長選）

立
山
町
長
選
挙
は
舟
橋
貴
之
氏
が
再
選

立
山
町
長
・
町
議
会
議
員
選
挙

無所属、❶、農業
【野口、57歳】

中
なか が わ

川 太
た い ち

一

自由民主党、❹、自営業
【利田、66歳】

米
よ ね だ

田 俊
と し の ぶ

信
無所属、❸、無職
【前沢、67歳】

町
ま ち だ

田 信
の ぶ こ

子
自由民主党、❹、飲食業
【五百石、64歳】

村
む ら た

田 昭
あきら

無所属、❷、団体役員
【蔵本新、61歳】

石
いし か わ

川 孝
こ う い ち

一

自由民主党、❷、会社役員
【大清水、55歳】

佐
さ と う

藤 康
や す ひ ろ

弘
自由民主党、❸、農業
【末三賀、73歳】

桑
くわ は ら

原 米
よ ね ぞ う

藏
自由民主党、❺、雑貨卸小売業

【米沢、64歳】

村
む ら い

井 隆
た か お

夫
自由民主党、❷、会社役員
【四谷尾、61歳】

伊
い と う

東 幸
こ う い ち

一

自由民主党、❻、会社役員
【上瀬戸、66歳】

髙
たか し ま

嶋 清
き よ み つ

光 
日本共産党、❸、自営（学習塾）
【岩峅寺、57歳】

後
ご と う

藤 智
と も ふ み

文

※右上から得票順に掲載。

選
者
に
当
選
証
書
を
手
渡
し
「
少
子

高
齢
化
や
厳
し
い
財
政
環
境
な
ど
、

幾
多
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
議
論
を

重
ね
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
負
託
に
応

え
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

舟橋 貴之（ふなはし・たかゆき）
略歴　1965年 5月生まれ。明治大学商学部
卒業。会社勤務、国会議員秘書を経て、平成
10年から町議会議員 2期、平成18年から
町長を1期務める。五郎丸在住。

「公の役割を十分自覚し、立ち止まることなく
積極果断に行動します」と誓いを述べる舟橋氏

和田町選挙管理委員長から
当選証書を受け取るトップ
当選の窪田氏
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旧
上
東
中
学
校
を
利
活
用
し
た
中
山
間
地
域
の
交
流
拠
点

町
上
東
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
が
完
成

上段地区のほぼ中心に
あり、地域住民が集ま

りやすい場所です。今後、会合やお年寄
りのサークル活動などを行う際は、この
広々とした施設をうまく活用していきた
いです。また、町内外の方たちとの交流
拠点としても期待しています。

前福田区長
山﨑 正雄さん
（福田）

　

町
上
東
地
域
活
性
化
セ
ン

タ
ー
は
、
旧
上
東
中
学
校
舎

を
利
活
用
し
た
中
山
間
地
域

の
交
流
拠
点
を
目
指
し
、
総

事
業
費
約
８
，
８
０
０
万
円

を
か
け
て
整
備
し
ま
し
た
。

既
存
施
設
の
中
で
利
用
で
き

る
も
の
は
利
用
し
、
旧
上
東

中
学
校
の
面
影
が
残
さ
れ
た

施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
は
、
校
舎
1
階

部
分
に
「
町
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
」「
町
地
産
地
消
加

工
施
設
」「
町
上
東
交
流
サ

ロ
ン
」
の
三
つ
の
機
能
を
併

せ
持
っ
た
複
合
施
設
で
す
。

　

町
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

は
、
ダ
ン
ス
教
室
や
大
き
な

会
合
に
使
え
る
大
研
修
室
、

そ
ば
打
ち
や
手
芸
に
利
用
で

き
る
中
研
修
室
、
茶
道
や
華

道
の
た
め
の
和
室
な
ど
、
多

様
な
用
途
に
対
応
し
た
施
設

で
す
。

　

町
地
産
地
消
加
工
施
設
に

は
、
地
元
農
産
物
の
付
加
価

値
向
上
と
地
産
地
消
の
推
進

を
目
的
に
、
米
粉
パ
ン
、
み

そ
、
み
ょ
う
が
寿
司
、
コ
ン

ニ
ャ
ク
の
製
造
加
工
室
、
漬

物
の
保
管
庫
な
ど
を
整
備
し

た
ほ
か
、
直
売
所
や
売
店
を

設
け
ま
し
た
。
施
設
の
本
格

稼
働
は
4
月
か
ら
で
す
。

　

町
上
東
交
流
サ
ロ
ン
は
、

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
を
配
置

し
た
談
話
室
、
地
域
の
会
合

に
利
用
で
き
る
和
室
、
旧
上

東
中
学
校
の
思
い
出
の
品
を

展
示
し
た
地
域
資
料
室
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

▶月曜日／午後5時～午後9時
▶火～土曜日／午前10時～午後9時
▶日曜日／午前10時～午後5時
問町上東地域活性化センター
☎463－0321
FAX：463－2624

利用案内（町勤労青少年ホーム、町上東交流サロン）

Interview

農業を主体とした加工
施設が完成し、長年の

夢がかないました。イベントや朝市、学
校給食などを通じて、地元農産物を加工
した本物の味を多くの皆さんに堪能して
いただきたいです。また、担い手の育成
にも力を入れます。

町地産地消加工施設
運営協議会長

島井 美津江さん
（前沢新町）

先日、そば打ちと茶道
教室が行われ、参加者

は衛生的で快適な施設であると喜んでい
ました。勤労者や地域の皆さんが余暇の
有効活用や文化体験、交流の場として利
用されることを願っています。気軽に
ホームに顔を出してください。

町勤労青少年ホーム
利用者友の会長

佐伯 貞雄さん
（宮路）

町上東地域活性化センターの間取り図
町勤労青少年ホーム 町地産地消加工施設 町上東交流サロン

和室地域資料室 大研修室 中研修室

製造加工室 談話室

製造加工室
保管庫など

地域資料室 大研修室

和室

前室

談話室 中研修室

売店

玄関
小研修室

和室
直
売
所

事
務
所

印
刷
し
、
添
付
書
類
と
一
緒
に
郵

送
な
ど
で
税
務
署
に
提
出
で
き
ま

す
。

■
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.nta.go.jp/

　

さ
ら
に
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税

電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
）
を

利
用
す
れ
ば
、
確
定
申
告
書
等
作

成
コ
ー
ナ
ー
で
作
成
し
た
申
告
書

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
税
務
署
に

送
信
（
申
告
）
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。詳
し
く
は
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.e-tax.nta.go.jp/

　
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
い
た
だ

く
に
は
、
電
子
証
明
書
付
き
の
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基
カ
ー

ド
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
町
で

は
、
住
基
カ
ー
ド
の
発
行
に
2
週

間
程
度
か
か
り
ま
す
の
で
、
余
裕

を
持
っ
て
役
場
住
民
環
境
課
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
告
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
】

問
魚
津
税
務
署

☎
0
７
６
５
・
２
４
・
１
３
７
０

問
役
場
税
料
金
課
住
民
税
係

☎
４
６
２
・
９
９
８
７

（
〜
3
月
15
日
㈪
）

【
住
基
カ
ー
ド
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
先
】

問
役
場
住
民
環
境
課
住
民
係

☎
４
６
２
・
９
９
６
２

　

確
定
申
告
が
必
要
な
方

▼
給
与
（
ま
た
は
年
金
）
を
2
カ

所
以
上
か
ら
も
ら
っ
て
い
る
方

▼
給
与
所
得
や
退
職
所
得
が
あ

り
、
そ
れ
以
外
の
所
得
合
計
が

20
万
円
を
超
え
る
方

▼
給
与
収
入
が
２
，
０
０
０
万
円

を
超
え
る
方

▼
個
人
事
業
者
で
、
納
付
税
額
の

あ
る
方

　

町
・
県
民
税
（
住
民
税
）

　

申
告
が
必
要
な
方

　

確
定
申
告
の
必
要
の
な
い
方
で

も
、
次
の
方
は
町
・
県
民
税
（
住

民
税
）
の
申
告
が
必
要
で
す
。

▼
個
人
事
業
者
で
、
納
付
税
額
の

な
い
方

▼
給
与
所
得
が
あ
り
、
そ
れ
以
外

確定申告、町県民税申告相談は
2月16日㈫～ 3月15日㈪

忘れず！
お早めに！

　平成 21年分所得税の確定申告の相談、申告書の
受付は2月16日㈫～3月15日㈪です。確定申告、
町・県民税申告は、昨年1年間に生じたすべての所
得金額を正確に確定するために行うものです。町で
は、表1の日程で申告相談を行います。
※所得税の還付申告の方は、2月15日㈪以前でも
申告書を提出することができます。

の
所
得
合
計
が
20
万
円
以
下
の
方

▼
給
与
支
払
報
告
書
が
勤
務
先
か

ら
役
場
に
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方

▼
遺
族
年
金
、
障
害
者
年
金
受
給

者
で
そ
の
他
に
収
入
が
な
い
方

▼
収
入
が
な
く
、
誰
の
扶
養
親
族

に
も
な
っ
て
い
な
い
方

※
申
告
を
し
な
い
と
、
国
民
健
康

保
険
税
の
軽
減
が
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
り
、
所
得
証
明
書
の
発
行

が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

申
告
に
必
要
な
も
の

1
申
告
書
（
申
告
相
談
会
場
に
も

あ
り
ま
す
）

2
印
鑑

3
収
入
を
証
明
す
る
も
の

▼
給
与
所
得
者
／
源
泉
徴
収
票

（
原
本
）

▼
年
金
受
給
者
／
年
金
の
源
泉
徴

収
票
（
原
本
）

▼
農
業
・
不
動
産
収
入
の
あ
る
方

／
収
支
内
訳
書
（
事
前
に
作
成
し

て
く
だ
さ
い
）

4
控
除
を
証
明
す
る
も
の

▼
国
民
年
金
な
ど
の
社
会
保
険
料

控
除
証
明
書

▼
生
命
保
険
料
、
個
人
年
金
保
険

料
、
地
震
保
険
料
な
ど
の
控
除
証

明
書

▼
医
療
費
の
領
収
書
（
事
前
に
集

計
し
て
く
だ
さ
い
）

▼
事
業
経
費
を
証
明
す
る
領
収
書

5
通
帳
な
ど
（
所
得
税
の
還
付
が

あ
る
場
合
は
本
人
名
義
の
も
の
に

限
ら
れ
ま
す
）

※
必
要
な
書
類
が
そ
ろ
っ
て
い
な

い
場
合
は
、
一
度
に
申
告
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
今
年
か
ら
配
当
な
ど
に
つ
い
て

申
告
す
る
場
合
は
、
支
払
通
知
書

の
添
付
が
必
要
に
な
り
ま

し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

　

申
告
書
を
作
成

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
「
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
申
告

書
を
簡
単
に
作
成
で
き
ま

す
。
申
告
書
を
作
成
し
た

ら
自
宅
の
プ
リ
ン
タ
ー
で

町地産地消
加工施設入口

実施日 対象地区

2月 16日（火） 立山
17日（水） 東谷
18日（木） 釜ヶ渕
19日（金） ★全地区
22日（月） 上段
23日（火） 五百石
24日（水） 下段
25日（木） 高野
26日（金） ★全地区

3月 1日（月） 新川
2日（火） 利田
3日（水） 大森
4日（木） 五百石
5日（金）

★全地区

8日（月）
9日（火）
10日（水）
11日（木）
12日（金）
15日（月）

※申告会場の混雑が予想されます。対象地区
の実施日での相談にご協力をお願いします。
※青色申告の方の相談はご遠慮ください。

会　　場　役場3階 大会議室
相談時間　午前9時～午後5時
受付時間　午前8時 30分～午後4時
（相談、受付いずれも正午～午後1時を除く）

表1　申告相談日程
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茂芳 

―

地
球
温
暖
化
防
止
に
貢
献

小
水
力
発
電
所
が
東
大
森
地
内
に
完
成

ら
約
1
・
4
㎞
下
流
の
発
電
所
ま
で
導
水

し
、
約
24
ｍ
の
落
差
を
利
用
し
て
発
電
し
ま

す
。
年
間
の
供
給
電
力
量
は
約
３
５
０
万
キ

ロ
ワ
ッ
ト
で
、
一
般
家
庭
の
約
８
４
０
軒
分

に
相
当
。
石
油
火
力
発
電
に
置
き
換
え
て
計

算
す
る
と
、
ド
ラ
ム
缶
約
４
，
０
０
０
本
の

原
油
使
用
、
年
間
約
２
，
６
０
０
ト
ン
の
二

酸
化
炭
素
排
出
を
削
減
で
き
る
効
果
が
あ
り

ま
す
。

　

式
で
は
、
石
井
隆
一
県
知
事
が
「
富
山
県

の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
地
形
と
立
山
連
峰
の
豊

か
な
水
を
生
か
し
、
農
業
用
水
路
を
利
用
し

た
小
水
力
発
電
所
を
建
設
し
ま
し
た
。（
地

球
温
暖
化
防
止
の
た
め
に
）
今
後
も
建
設
を

進
め
て
い
き
た
い
で
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

　

昨
年
6
月
か
ら
工
事
が
進
め
ら
れ
て
き
た

小
水
力
発
電
所
「
仁に

え

も

ん

右
ヱ
門
用
水
発
電
所
」

が
完
成
し
、
12
月
25
日
に
東
大
森
地
内
で
竣

工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

小
水
力
発
電
所
は
、
県
企
業
局
が
総
事
業

費
約
7
億
４
，

０
０
０
万
円
で

建
設
し
、
常
東

用
水
土
地
改
良

区
が
管
理
す
る

常
東
合
口
用
水

支
線
の
仁
右
ヱ

門
用
水
路
に
設

置
し
ま
し
た
。

　

末
三
賀
地
内

の
取
水
地
点
か

完成した仁右ヱ門用水発電所

　

社
会
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
た
施
設
や

団
体
に
贈
ら
れ
る
天
皇
陛
下
の
御
下
賜
金
が

12
月
24
日
、
社
会
福
祉
法
人
高
原
福
祉
会
の

高
原
保
育
園
に
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
原
保
育
園
は
、
昭
和
27
年
に
児
童
福
祉

―

社
会
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
た
施
設
や
団
体
へ

高
原
保
育
園
に
御
下
賜
金
が
贈
ら
れ
る

法
に
基
づ
く
保
育
園
と
し
て
認
可
さ
れ
て
以

来
、
健
全
な
乳
幼
児
の
育
成
の
た
め
、
職
員

が
一
丸
と
な
っ
て
保
育
の
充
実
に
努
め
て
き

ま
し
た
。「
子
育
て
を
通
し
て
、
す
べ
て
の

人
の
生
き
る
喜
び
」
を
理
念
に
掲
げ
、
乳
児

保
育
や
延
長
保
育
な
ど
の
特
別
保
育
を
は
じ

め
、
地
域
交
流
や
育
児
相
談
な
ど
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

桂
博
志
園
長
（
高
原
）
は
「
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
今
後
も
笑
顔

と
愛
情
、
真
心
を
込
め
て
子
ど
も
た
ち
と
接

し
、児
童
福
祉
の
向
上
に
貢
献
し
た
い
で
す
」

と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

賞状と御下賜金を
手にする桂園長

■
寺
井
潔
さ
ん
（
川
原
木
）

　

寺
井
さ
ん
は
、
明
治
43
年
に
生
ま

れ
ま
し
た
。
昭
和
4
年
に
富
山
師
範

学
校
（
現
在
の
富
山
大
学
）
を
卒
業

後
、
約
40
年
に
わ
た
り
小
・
中
学
校

の
教
職
員
と
し
て
多
く
の
子
ど
も
た

ち
を
指
導
し
ま
し
た
。

　

中
学
3
年
生
の
と
き
、
近
所
の
農

家
が
飼
っ
て
い
た
農
耕
馬
に
乗
り
始

め
た
の
が
き
っ
か
け
で
馬
を
好
き
に

な
り
ま
し
た
。
馬
術
競
技
者
と
し
て

数
々
の
大
会
で
好
成
績
を
残
し
、
㈳

日
本
馬
術
連
盟
の
全
国
功
労
者
表
彰

を
受
賞
し
ま
し
た
。「
私
に
と
っ
て

愛
し
合
え
る
大
切
な
仲
間
で
す
」
と

馬
の
印
象
を
話
し
ま
す
。

　

毎
日
の
ラ
ジ
オ
体
操
と
深
呼
吸
を

欠
か
さ
な
い
寺
井
さ
ん
。
日
本
酒
を

一
合
晩
酌
す
る
こ
と
も
楽
し
み
に
し

て
い
る
そ
う
で
す
。「
皆
さ
ん
に
長

生
き
し
て
も
ら
う
た
め
、
体
を
鍛
錬

す
る
こ
と
の
必
要
性
を
伝
え
て
い
き

た
い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

■
土
肥
タ
ミ
イ
さ
ん
（
坂
井
沢
）

　

土
肥
さ
ん
は
、
明
治
43
年
に
大
窪

で
生
ま
れ
ま
し
た
。
結
婚
後
は
、
農

業
に
励
み
な
が
ら
7
人
の
子
ど
も
を

育
て
上
げ
、
今
で
は
孫
16
人
、
ひ
孫

26
人
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。「
働
き

者
の
し
っ
か
り
し
た
お
母
さ
ん
で

す
」
と
ご
家
族
は
話
し
ま
す
。

　

好
き
嫌
い
な
く
何
で
も
食
べ
る
こ

と
が
長
生
き
の
ひ
け
つ
の
土
肥
さ

ん
。
足
腰
が
弱
く
な
る
ま
で
は
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
ん
で
い
た
ほ
か
、

編
み
物
が
得
意
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

1
月
17
日
に
ケ
ア
ホ
ー
ム
陽
風
の

里
で
開
か
れ
た
お
祝
い
会
で
は
、
家

族
や
入
所
者
の
皆
さ
ん
か
ら
祝
福
を

受
け
ま
し
た
。
手
編
み
の
帽
子
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
た
孫
の
向
井
環た

ま
き

さ
ん
、

ひ
孫
の
啓け

い
た
つ達

ち
ゃ
ん
（
富
山
市
）
は

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
め
で
と
う
。
こ

れ
か
ら
も
元
気
で
健
や
か
に
過
ご
し

て
く
だ
さ
い
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送

り
ま
し
た
。

満
１
０
０
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

→
舟
橋
町
長
か
ら
お
祝
い

　

を
受
け
る
寺
井
さ
ん

→
自
宅
近
く
で
馬
を

　

飼
育
し
て
い
ま
す

→
大
好
き
な
ケ
ー
キ
を

　

食
べ
る
土
肥
さ
ん

→
家
族
と
一
緒
に

　

記
念
撮
影
し
ま
し
た

茂芳 

67



　町消防出初め式が1月 9日、町民会館前で行われ、
町消防署員や消防団員、婦人消防隊員らが参加しまし
た。式では、日ごろの消防防災活動の功績をたたえ、
次の方々を表彰しました（敬称略）。
【消防庁長官退職報償伝達】田嶋俊秀、久田昭一（釜ヶ
渕）、泉野健一（上段）、佐伯和哉（立山）【家族表彰（[ 
] 内は団員名）】土肥陽子[美信 ]（高野）、福嶋淳子[文
吾 ]（立山）、山田朱美[博 ]（東谷）、清水篤子[博文 ]
（五百石）、平田由利子[ 外喜夫 ]、山本亜由美[ 稔 ]、
柳田悦子[ 浩美 ]（新川）【中新川支部操法競技入賞記
念章】ポンプ車操法の部参勝、小型ポンプ操法の部優
勝／五百石分団【退団者感謝状】▶在職 5年以上／
田嶋俊秀、久田昭一（釜ヶ渕）、泉野健一、幾島崇（上段）、
黒田建、佐伯和哉、安川尚洋、安川光之、青木知宏（立
山）、岡嶌一志（利田）、荒井光寛（大森）、釜倉太（釜ヶ
渕）▶在職5年未満／永原大輔、西田正人、加藤聡明（上
段）、小島正和（立山）【消防団長表彰】高橋一三、河
合豊実（新川）、高畑泰典、西尾匡弘、段和宏、金尾充（下
段）、石原則之、本多哲也、西野弥夢（利田）、西田康彦、
大畑進、小池寛親、堀田義和（上段）、村田仁、吉岡虎、
黒田哲司（立山）、高田義博（大森）、井藤繁治（五百石）、
柿澤弘樹（東谷）

　武道稽古始めが1月11日、町勤労青少年ホーム武
道館で行われました。
　稽古始めには、柔道、剣道、銃剣道、空手、少林寺
拳法、弓道、相撲の 7競技から約150人が参加。町
武道協会の高平公嗣会長が「武道には『礼に始まり礼
に終わる』という相手を敬う心があります。今年1年、
武道に精進され、健康に過ごされることを祈念いたし
ます」とあいさつしました。
　引き続き、町銃剣道協会による銃剣道の模範演武が
行われました。銃剣道は、木銃で相手の定められた部
位を突いて勝敗を競う日本の伝統的武道です。参加者
は、寒さにも負けず「突け、やぁ」と力強い声を出し
て木銃を突いていました。長岡進会長（浦田）は「技
が決まった瞬間は最高の気持ちです。銃剣道を体験し
たい方は、町勤労青少年ホーム（☎ 463－0321）ま
で気軽にご連絡ください」と呼び掛けました。

力強いサーブを放つ出場者

白熱したラリーを展開
テニスの町冬季室内ミックスダブルス大会

8

心身の鍛錬と技術の向上を誓う
武道稽古始め

9

　平成 22年立山町成人式が1月10日、町民会館で
行われ、平成生まれの新成人 314人（男性156人、
女性158人）が大人としての自覚を新たにしました。
　舟橋町長が「やるぞと決心して行動することで、チャ
ンスは必ず訪れます。心が震えるほどの経験をして人
生の扉を開いてください」とあいさつ。新成人を代表
して寺林里奈さん（日中）が「私たちを温かく見守り、
叱
し っ た

咤激励してくださった家族
や先生、地域の皆さんに感謝
しています。責任のある行動
を心掛け、社会の一員として
貢献していきたいです」と決
意を述べました。
　会場では、成人式実行委員
会が制作した雄山中学校恩師
によるビデオレターの上映を
はじめ、社会人として成長を
重ねていきたいという思いを
込めくす玉が割られました。

　テニスの町冬季室内ミックスダブルス大会が1月
17日、町総合公園屋内グラウンドで開催されました。
大会には、町テニス協会の加盟クラブに所属する高校
生から60代までの男女20人が出場しました。
　試合は 6ゲーム先取で行われ、出場者は優勝を目
指して白熱したラリーを繰り広げました。コートを全
力で駆け抜け、スマッシュが決まると思わず「よっし
ゃ～」とガッツポーズを見せる出場者もいました。
　テニス歴25年の西尾初江さん（前沢新町）は「毎週
日曜日、屋内グラウンドで行われる練習に参加して仲
間との交流を楽しんでいます。今年はシニアの大会に
出場し、上位進出を目指したいです」と意気込んでい
ました。

㊤気合いの入った模範演
武を披露しました
㊧競技ごとに分かれ、初
稽古を行いました。写真
は少林寺拳法で基本の型
を確認する参加者

【大会結果】❶岩崎昭典、水口伸子（立山テニスクラブ）
❷田子雅彦、田子由美子（TKK テニスクラブ）❸平田
知樹、朝森美雪（ターミーテニスクラブ）

一点物の作品をご覧あれ

　革工芸作品展が1月 6日から 26日まで、町商工交
流館「休んでかれや」で開催されました。作品展は、
休んでかれやで革工芸サークルの講師を務める真田み
どりさん（五百石）が主催したもので、真田さんと生
徒が制作した作品約70点が展示されました。
　革工芸は、牛革に花や風景、人物などの模様をトレー
シングペーパーを使って鉄筆で写した後、カッターで
切り目をつけ、木づちと鉄製の工具で刻印します。最
後に染色や革レース編みなどを行って完成です。
　会場では、約 2カ月かけて丁寧に仕上げたキーホ
ルダーやストラップなどの小物、手提げかばん、レザー
アートなどが並べられ、来場者を楽しませていました。
　真田さんは「革工芸は一点物であることが魅力で、

革工芸作品展

出来上がったときの喜びは大きいです。毎月第1、第
3火曜日にサークルを開いていますので、興味のある
方はぜひのぞいて見てください」と話しました。

地域の安全・安心のために
町消防出初め式

繊細に作り上げた作品は来場者を魅了していました

カメラルポ
まちの身近な話題をレポート

1出初め式には370人が参加
2高平公嗣町消防団長から消
防団長表彰を受ける団員
3堂々とした分列行進を披露
4裸放水で火消しの心意気を
示す利田、五百石分団員

3

1

2 4

大人としての自覚を新たに
平成22年立山町成人式

1

1「成長」と書かれた垂れ幕が披露されると、会場からは大きな拍手が起こりました
220年間支えてくれた皆さんに「ありがとうございます」と感謝を述べた寺林さん
3記念写真を撮ったり近況を報告したりして旧友との再会を楽しんでいました

32



■2月1日から 3月10日までに町が行う健康診査などで、個人通知書にかわるものです。

10

項目区分 実施月日 受付時間 対象者 備考

ベビママ相談 ２月 ３日（水） 13：00 ～13：30
平成２１年７・８月生まれ
母乳相談のある方は要予約

内科健診（小児科）、栄養指導（栄養士）、子育て相
談・身体発達相談（保健師）、母乳相談（助産師）

1歳6か月児健診 ２月１０日（水） 13：00 ～13：30 平成２０年８月生まれ 内科・歯科健診、フッ素塗布（希望者）、栄養指導、
保健指導、子育て相談(臨床心理士）

むし歯予防教室 ２月１７日（水） 13：00 ～13：30 平成２０年２月生まれ
①むし歯予防の日常生活
②正しい歯のみがき方
③フッ素塗布（歯ブラシをお持ちください）

3歳児健診 ２月１８日（木） 13：00 ～13：30 平成１８年１０月生まれ 内科・歯科・耳鼻咽喉科健診、尿検査、栄養指導、保健指
導、必要に応じて視力検査、子育て相談（臨床心理士）

４か月児健診 ２月２３日（火） 13：00 ～13：30 平成２１年１０月生まれ 内科健診、離乳食指導、保健指導

2月の日曜救急医療当番医

7日 植野内科医院 ☎463－5030

14日 植野耳鼻咽喉科医院 ☎463－5010

21日 尾崎眼科クリニック ☎463－5477

28日 たてやまクリニック ☎464－1211
③7日 岩峅寺クリニック ☎483－8188

受付：午前 9時～午後 5時。当日の往診お
よび緊急以外の受診はご遠慮ください。

至富山

五
百
石
駅

至上市町民
会館 町役場

町保健
センター

[町保健センター案内図] 　アルプス農協たてやま支店
（旧五百石支店）駐車場は使用
禁止になっています。お子さん
の健診やがん検診などに車でお
越しの際は、役場（町民会館前）
駐車場をご利用ください。
■問い合わせ先　
町保健センター
☎463－0618

項目区分 実施月日 受付時間 ところ 備考

はつらつ
健康体操

２月 １日（月）

9：30～10：00

町保健センター
○参加希望の方は
町保健センターまで
ご連絡ください。

○対象者：会員制
○内　容：リズム体操、生命の貯蓄体操２月１５日（月）

３月 １日（月）

リハビリ友の会
自主活動

２月 ２日（火）

13：00～13：15

○対象者：町リハビリテーション友の会会員
○内　容：会員による自主活動２月１９日（金）

３月 ５日（金）

リハビリ
テーション

（生活機能訓練）

２月 ９日（火） ○対象者：64歳以下で身体に障害があり訓練が
　　　 　必要な方 
○内　容：機能訓練、運動療法２月２５日（木）

※がん検診の個人通知は74歳以下の方に行っていますが、通知のない方でも受診できます。ご希望の方は、町保健センターへお申し込みください。

※検診結果の一部は、受診者だけでなく町にも返送されます。これは健康
管理業務での使用のためであり、他の目的で使用することはありません。

項目区分 実施月日 受付時間 ところ 備考

骨粗鬆症検診 ２月 １２日（金） 13：00～14：30

町保健センター

○対象者：70歳以下の女性　自己負担金：500円
　　　　　節目該当者は無料　※要予約
○内　容：超音波法による骨密度測定および保健指導

大腸がん検診

２月 １０日（水）

8：30～9：30

○対象者：40歳以上　　○料金：無料
※40歳未満の方でもがん検診を希望される方は集団
検診で受診できます。
○がん検診は定員がありますから、事前にお申し込
みが必要です。町保健センターまでご連絡ください。
○検診結果は、約１カ月後に県健康増進センターから
個人通知されます。
○大腸がん検診には容器が必要です。検診日の5日
前までに町保健センターへ取りに来てください。

３月 １０日（水）

保健
だ よ り
問い合わせ先
町保健センター☎463－0618
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 ■クーポンがん検診はお済みですか？

　「女性特有のがん検診推進事業」が実施され、一定
年齢の女性に対して8月末に「検診手帳」「子宮頸がん
検診」「乳がん検診」の無料クーポン券を郵送しました。
　無料クーポン券の有効期限が近づいていますので、
早めにご利用ください。
※紛失された方は町保健センターで再発行します。
3月クーポン検診（子宮・乳がん検診）※要予約
▶実施日／ 3月 6日㈯、14日㈰▶受付時間／午前 8
時 30分～午前9時 30分▶場所／町保健センター

  ■骨粗鬆症予防教室のご案内

　いつまでも活動的に過ごすために、骨粗鬆症につい
て一緒に学びましょう。
開催日と内容

対象者　70歳以下で、全2回参加できる方
定員　20人（定員になり次第締め切り）
参加費　無料

   ■精神保健福祉研修会・公開講座のご案内

日時　2月 23日㈫午後2時～午後4時
場所　上市町つるぎふれあい館 2階研修室（保健福祉
総合センター）
内容　▶クイズ▶講演「あなたの大切な人がうつ病に
なったら～周囲のやさしい接し方～」（講師／臨床心
理士 密田博子さん）
参加費　無料
参加申込先　県中部厚生センター☎472－1234

  ■麻しん風しん混合ワクチン予防接種のお知らせ

◉第Ⅱ期、第Ⅲ期、第Ⅳ期の予防接種はお済みですか
　第Ⅱ期、第Ⅲ期、第Ⅳ期の予防接種期限は 3月 31
日㈬です。麻しん、風しんは、特異的な治療法がなく、
ワクチンによる予防が重要です。また、感染力も強く
就学や進学、海外渡航時の条件となる場合があります。
　接種期限を過ぎると自己負担となりますので、まだ
接種されていない方は町内の指定医療機関で早めに受
けてください（要予約）。
対象者　
▶第Ⅱ期／年長児（平成15年 4月 2日～平成16年 4
月1日生まれの方）
▶第Ⅲ期／中学1年生（平成8年 4月 2日～平成9年
4月1日生まれの方）
▶第Ⅳ期／高校 3年生（平成 3年 4月 2日～平成 4
年 4月1日生まれの方）
※対象者には予防接種券を配布済みですが、紛失など
で再発行が必要な場合は母子健康手帳を持参の上、町
保健センターまでお越しください。
※第Ⅲ期、第Ⅳ期の予防接種は、平成20年 4月から
経過措置として5年間行われます。4月以降の接種対
象者には個別に案内しますので、案内が届いたら病気
予防のため、早めに受けてください。

  ■子ども予防接種週間のお知らせ

　2月 28日㈰～ 3月 7日㈰は「子ども予防接種週間」
です。定期予防接種は、町内の指定医療機関で平日に
実施しています。お子さんの母子健康手帳の記録をご
確認の上、まだ接種されていない定期予防接種がある
場合は、町内の指定医療機関（要予約、日曜日を除く）
で早めに受けてください。

  ■新型インフルエンザワクチン接種費用の免除について

　新型インフルエンザワクチン接種費用は、1回目
3,600円、2回目 2,550円（1回目と異なる医療機関
の場合3,600円）です。ただし、生活保護世帯、町民
税非課税世帯の方は全額免除になります。
　該当される方は、役場税料金課で証明書の交付を受
けてから接種してください。証明書の交付を受けずに
接種した場合は、償還払いしますので町保健センター
へお問い合わせくだい。
問役場税料金課　☎462－9952
問町保健センター☎463－0618

開催日 内　容

❶2月 25日㈭

（受付：13：00～

　　　　　13：10）

（終了予定：

　　　16：00ごろ）

・講義「骨粗鬆症ってどんな病気？

　　　　　　　～骨粗鬆症を予防しよう！～」

　（講師／五百石整形外科医院 寺畑 信男先生）

・血圧測定（保健師、看護師）

・運動指導、実技「誰でもできる

　　　　　　　　　　簡単骨密度アップ運動」

　（講師／アピアスポーツクラブ）

❷3月11日㈭

（受付：9：10～　

　　　　　9：20）

（終了予定：

　　12：30ごろ）

・講義「おいしい食事で骨密度アップ」

　（講師／管理栄養士 温井 孝子さん）

・ 調理実習、試食、片付け、アンケート（栄養士）
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Information

図書館おすすめ ザ 一冊
■死のスケジュール 天城峠
　（西村 京太郎）　
　ご存じ十津川警部シ
リーズ、今回は二人の政
治家秘書が殺害される事
件です。この裏側には、
国際的に重要な問題が絡
んでいたのです。この真
相を暴くべく今回も亀井
刑事とのコンビで事件解決に迫ります。サスペン
スファンにはたまらない一冊です。
■新着・新刊図書
▶私たちの選択（アル・ゴア）▶冬の夢（スコッ
ト・フィッツジェラ
ルド 村上 春樹 訳）
▶創作の拠点（森村 
誠一）▶ロスト・ト
レイン（中村 弦）▶
人生の色気（古井 由
吉）▶水死（大江 健
三郎）▶元禄百妖箱
（田中 啓文）▶加藤 和彦 ラスト・メッセージ（加
藤 和彦）▶難民探偵（西尾 維新）▶抱擁（辻原 登）
■2月の休館日
1日㈪、8日㈪、11日㈷、15日㈪、18日㈭～
25日㈭
※18～25日は蔵書点検のため休館します。
問立山図書館☎463－0634

■介護保険で利用できるサービス（居宅サービス❷）
－居宅での介護に必要な環境を整えるサービス－
▶福祉用具貸与／日常生活の自立を助けるための
福祉用具をレンタルするサービスです。本人の様
態に応じ、車いすや特殊寝台、歩行器など12種
類の福祉用具がレンタルできます（要支援、要介
護1の方は原則として、利用できる品目が限られ
ます）。
▶福祉用具購入／腰掛便座や入浴補助用具などを
指定事業所から購入した場合に、購入費（同一年
度10万円が上限）の9割が支給されます。
▶住宅改修費／手すりの取り付けや段差の解消な
どの住宅改修をしたとき、20万円を上限にその
9割が支給されます。工事前の事前申請が必要で
す。
※サービスを利用するときは介護認定を受け、担
当のケアマネジャーにご相談ください。
■2月の保険料（65歳以上の方）
▶特別徴収･･･第 6期
▶普通徴収･･･第 8期（3月1日納期限）
※口座振替による納付の方は、残高の確認をお願
いします。
問中新川広域行政事務組合介護保険課
☎464－1316

介護保険アレコレ
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■
口
座
振
替
に
よ
る
前
納
制
度
を
ご

利
用
く
だ
さ
い

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
口
座

振
替
を
利
用
さ
れ
れ
ば
、
自
分
で
納

め
る
手
間
が
省
け
、
納
め
忘
れ
も
な

く
安
心
で
す
。
さ
ら
に
、
▼
当
月
末

振
替
（
早
割
）
▼
6
カ
月
前
納
▼
1

年
前
納
を
利
用
さ
れ
れ
ば
、
保
険
料

の
割
引
が
あ
り
お
得
で
す
。

　

4
月
か
ら
口
座
振
替
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
年
金
手
帳
ま
た
は
納
付

案
内
書
、
預
（
貯
）
金
通
帳
、
金
融

機
関
へ
の
届
け
印
を
持
参
の
上
、
2

月
末
ま
で
に
役
場
住
民
環
境
課
ま
た

は
ご
希
望
の
金
融
機
関
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
年
金
事
務
所
へ
直
接
提
出

さ
れ
る
場
合
は
、
口
座
振
替
申
出
書

に
金
融
機
関
の
証
明
を
受
け
、
3
月

年
金
だ
よ
り

15
日
ご
ろ
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
（
3
月
末
ま
で
に
年
金
事
務
所

で
の
登
録
が
必
要
で
す
。
早
め
に
お

願
い
い
た
し
ま
す
）。

※
す
で
に
口
座
振
替
で
前
納
し
、
引

き
続
き
同
様
の
前
納
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
再
度
お
申
し
込
み
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
保
険
料
一
部
免
除
の
承
認
を
受
け

て
い
る
方
は
「
早
割
」
に
よ
る
口
座

振
替
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
「
社
会

保
険
料
控
除
」
の
対
象
に
な
り
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料

控
除
と
し
て
申
告
す
る
際
は
、
保
険

料
を
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書

類（
控
除
証
明
書
ま
た
は
領
収
証
書
）

を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

社
会
保
険
庁
か
ら「
社
会
保
険
料（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が

送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
申
告
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

控
除
証
明
書
の
送
付
時
期
は
次
の

と
お
り
で
す
。

▼
平
成
21
年
1
月
1
日
〜
9
月
30
日

に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
方
／

平
成
21
年
11
月
送
付
済

▼
平
成
21
年
10
月
1
日
〜
12
月
31
日

に
こ
の
年
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料

を
納
め
た
方
／
平
成
22
年
2
月
上
旬

送
付

問
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
・
０
７
０
・
１
１
７

受
付
期
間　

3
月
13
日
㈯
ま
で

受
付
日
時　

▼
月
曜
／
午
前
8
時
30

分
〜
午
後
7
時
▼
火
〜
金
曜
／
午
前

8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分
▼
第
2

土
曜
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

※
Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど
の
場
合
は
（
☎

０
３
・
６
７
０
０
・
１
１
３
０
）
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
税
務
申
告
の
手
続
き
に
つ
い
て

は
、
魚
津
税
務
署
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

　

Ｅｖｅｎｔ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

■町民体育大会 冬季大会
■スキー競技
日時　2月13日㈯午前10時～（受付：午前9時～）
場所　粟巣野スキー場（富山市）
種目　▶ジャイアントスラローム／小学生、中学生、
少年、成年、壮年
■卓球競技
日時　2月14日㈰午前9時～
場所　町民体育館（町消防署西側）
種目　▶団体戦／1チーム4人（男子1、女子1、混合
ダブルス男子1女子1）▶個人戦／小学生、中学生、一
般（40歳未満、40歳以上、ラージボール）、オープン
問役場教育課文化体育係☎462－9983

■認知症家族介護者の集い
日時　2月 25日㈭午前10時～午前11時
場所　町民会館2階 第 2会議室
対象者　認知症の家族を介護している方
申込方法　❶参加者・療養者氏名❷住所❸電話番号を
電話でお知らせください。
問町地域包括支援センター☎462－9088

■町民カレッジ修了記念講演
日時　2月 27日㈯午後1時 30分～午後3時
場所　五百石公民館2階 大ホール
講師　長崎 喜一さん
演題　生きがいづくり、仲間づくり、町づくり
参加費　200円（町民カレッジ受講者は無料）
問役場教育課生涯学習係☎462－9982

■町商工交流館「休んでかれや」のイベント
1立山光画会 写真展
日時　2月 5日㈮まで午前9時～午後5時
2ステンドグラス 作品展
日時　2月 6日㈯～ 20日㈯午前9時～午後5時
※ 20日㈯午後1時 30分～午後 3時 30分は体験教
室が開催されます。
3休んでかれや ひなまつり
日時　3月 3日㈬午前10時～午後4時
問町商工交流館「休んでかれや」☎464－1770

■わら民芸品教室
日時　▶第1回／2月 7日㈰▶第2回／2月14日㈰
▶第3回／ 2月 21日㈰いずれも午前10時～正午
場所　立山自然ふれあい館　　持ち物　座布団
参加費　1回1,000円（材料費を含む）
問立山自然ふれあい館☎462－8555

■とやま鍋自慢大会 2010
　郷土色豊かな鍋や海外の創作鍋など 23種類の鍋料
理が勢ぞろいします。このほか、特産品販売コーナー
やスノーシュー体験、お子さんが遊べるそり山などを
設け、皆さんが1日中楽しめるイベントです。
日時　2月13日㈯、14日㈰午前10時～午後3時
場所　グリーンパーク吉峰 多目的広場
出店鍋　みそ汁だんご鍋、カレーうどん鍋、白エビ入
りごっつぁん鍋、立山まほろばきのこ鍋、ポトフ鍋、
吉峰の旨辛豚鍋、ぶり大根鍋、豚もつ鍋 他
問グリーンパーク吉峰☎483－8022

　

町
教
育
委
員
会
表
彰
式
が
12
月
24
日
、
役
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
永
年
に
わ
た
り
学
校
教
育
の
振

興
に
尽
力
さ
れ
た
教
職
員
、
芸
術
文
化
や
ス
ポ
ー

ツ
で
顕
著
な
成
績
を
上
げ
た
生
徒
の
計
8
人
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。
＝
敬
称
略
＝

【
教
職
員
】
▼
岡
田
典
子
（
立
山
中
央
小
教
諭
）

▼
出
口
多
津
（
日
中

上
野
小
教
諭
）
▼
杉

田
由
美
子
（
立
山
小

教
諭
）
▼
大
田
恵
子

（
雄
山
中
教
諭
）
▼

柳
田
典
子
（
雄
山
中

教
諭
）

【
生
徒
】
▼
中
川
静

子
（
雄
山
中
3
年
、

柔
道
）
▼
木
倉
隆
成

（
雄
山
中
3
年
、
剣

道
）
▼
寺
沢
望
（
雄

山
中
3
年
、
駅
伝
）

町教育委員会表彰
教職員、生徒の8人が受賞

町教育委員会表彰の受賞者の皆さんら

　

第
19
回
全
日
本
少
年
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
が
1
月

4
〜
6
日
、東
京
都
で
開
か
れ
、滑
川
中
新
川
フ
ッ

ト
サ
ル
ク
ラ
ブ
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

町
内
か
ら
は
、
村
上
優
太
く
ん
、
常
川
凌
平
く

ん
、
川
岸
修
人
く
ん
、
柴
田
丈
一
郎
く
ん
、
高
平

航
汰
く
ん
（
立
山
中
央
小
6
年
）
の
5
人
が
出
場

し
、
惜
し
く
も
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
は
逃
し

ま
し
た
が
最
後
ま
で
懸
命
に
プ
レ
ー
し
ま
し
た
。

　

出
場
し
た
5
人
は

「
全
国
レ
ベ
ル
の
高

さ
を
感
じ
ま
し
た
。

今
後
も
大
好
き
な

サ
ッ
カ
ー
と
か
か
わ

り
、
多
く
の
経
験
を

積
み
た
い
で
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

第19回全日本少年フットサル大会
町内の子どもたちが出場

全国大会に出場した5人

　いきいきと活動している町内の元気な高齢者を紹介するコーナー。
今回は平井サカイさん（福来、88歳）です。

おしえて！元気のひけつ8

　「90のもんが100のもんの介護しとる
ちゃ！」と明るく話すのは平井サカイさん。
昨年から夫（97歳）が寝たきり状態となり、
介護の手間が増えてきました。一番大変な
のはおむつ交換で、夜中に起きて取り替え
るのがつらいようです。また、この冬は雪
が多いので、ヘルパーさんやデイサービス
の車が来ても入りやすいように、除雪にも
精を出しています。
　そんな平井さんの楽しみは家の近くの畑
での野菜作りですが、冬の間はしばらくお
休み。今は干支の置き物の手芸に取り組ん
でいます。「近所の人も買い物に連れて行っ

てくれて助けてくれます。これからもおじいちゃんのために元気で頑
張りたいです」と話してくれました。
◆介護に関することについては、町地域包括支援センター（☎ 462
－9088）までお気軽にご相談ください。
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くら
し
の

　
 

情
報

■町の人口

TOYAMA

TATEYAMA

町
臨
時
職
員
を
募
集

■
職
種　

水
道
業
務
員

募
集
人
員　

1
名

応
募
資
格　

昭
和
22
年
4
月
2
日
〜

昭
和
29
年
4
月
1
日
生
ま
れ
で
、
電

気
機
械
に
関
心
が
あ
る
方

応
募
方
法　

役
場
水
道
課
に
あ
る
提

出
用
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

2
月
19
日
㈮
ま
で
に
提
出

任
期　

平
成
22
年
4
月
1
日
〜
平
成

23
年
3
月
31
日

勤
務
時
間　

▼
日
勤
／
午
前
8
時
30

分
〜
午
後
5
時
30
分
▼
夜
勤
／
午
後

4
時
30
分
〜
午
前
9
時

勤
務
地　

　

岩
峅
寺
上
水
道
管
理
セ
ン
タ
ー

問
役
場
水
道
課
上
水
道
管
理
係

☎
４
６
２
・
９
９
５
９

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

臨
時
職
員
を
募
集

業
務
内
容　

高
齢
者
宅
訪
問
、
介
護

予
防
プ
ラ
ン
作
成

募
集
人
員　

1
名

応
募
資
格　

介
護
支
援
専
門
員
の
資

格
を
有
し
、
3
月
1
日
か
ら
勤
務
可

能
な
方

勤
務
時
間　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後

5
時
30
分
（
応
相
談
）

応
募
締
切　

2
月
15
日
㈪

問
役
場
健
康
福
祉
課
介
護
予
防
係

☎
４
６
２
・
９
９
５
８

中
新
川
広
域
行
政
事
務
組
合

臨
時
職
員
を
募
集

■
職
種　

介
護
認
定
調
査
員

募
集
人
員　

若
干
名

応
募
資
格　

介
護
支
援
専
門
員
の
資

格
を
有
し
て
い
る
か
、
ま
た
は
3
月

末
ま
で
に
資
格
を
取
得
す
る
見
込
み

で
、
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
し

て
い
る
方

応
募
締
切　

3
月
10
日
㈬

採
用
予
定
日　

4
月
1
日
㈭

問
中
新
川
広
域
行
政
事
務
組
合
介
護

保
険
課
☎
４
６
４
・
１
３
１
６

町
社
会
福
祉
協
議
会

職
員
を
募
集

■
職
種　

介
護
支
援
専
門
員

応
募
資
格　

主
任
介
護
支
援
専
門
員

の
資
格
を
有
し
て
い
る
か
、
ま
た
は

平
成
22
年
度
中
に
資
格
を
取
得
す
る

見
込
み
の
方

応
募
方
法　

　

履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

町
社
会
福
祉
協
議
会
に
提
出

応
募
締
切　

3
月
15
日
㈪

採
用
予
定
月　

平
成
22
年
4
月

問
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
４
６
３
・
３
３
５
６

町
総
合
公
園

屋
内
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
愛
称
募
集

応
募
方
法　

屋
内
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
愛

称
、
理
由
（
意
味
）、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
役
場

建
設
課
窓
口
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ハ
ガ
キ
、

電
子
メ
ー
ル
で
応
募
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
応
募
で
き
ま
す
。

▼
Ｆ
Ａ
Ｘ
／
４
６
３
・
６
６
１
１

▼
ハ
ガ
キ
／
〒
９
３
０
・
０
２
９
２

立
山
町
前
沢
２
４
４
０　

立
山
町
役

場
建
設
課
都
市
開
発
係

▼
電
子
メ
ー
ル
／

kensetsu@
tow
n.tateyam

a.lg.jp

応
募
期
間　

2
月
4
日
㈭
〜
18
日
㈭

問
役
場
建
設
課
都
市
開
発
係

☎
４
６
２
・
９
９
７
５

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
募
集

業
務
内
容　

放
課
後
や
学
校
休
業
日

に
家
族
の
適
切
な
保
護
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
小
学
1
〜
3
年
生
児

童
の
生
活
指
導
、
施
設
の
運
営
管
理

募
集
人
員　

若
干
名

応
募
資
格　

お
お
む
ね
60
歳
以
下
で

児
童
指
導
に
熱
意
の
あ
る
方
（
資
格

問
わ
ず
）

平成22年1月 1日現在
人口 27,836 人 （－239）
男性 13,358 人 （－125）
女性 14,478 人 （－114）
世帯数    8,950 世帯 （＋28）

（　）内は前年比

平成21年12月の人の動き
出生 19人 転入 23人
死亡 19人 転出 39人

■年金相談の日程
日時　2月2日㈫、3月 2日㈫
受付時間　
　午前10時～午後2時30分
場所　町民会館
※年金手帳・年金証書・印鑑・
預金通帳などをお持ちください。
※代理の方は、相談依頼状が
必要です。
※混雑時はお待ちいただくこと
があります。
問役場住民環境課住民係
☎462－9962

■町犯罪発生状況（平成21年）
109件【前年比 －13件】

応
募
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
提
出

勤
務
日
数　

週
3
日
程
度

勤
務
時
間　

▼
平
日
／
午
後
1
時
〜

午
後
6
時
▼
土
曜
日
、
学
校
休
業
日

／
午
前
7
時
30
分
〜
午
後
6
時
の
う

ち
4
〜
5
時
間

勤
務
地　

町
内
各
児
童
ク
ラ
ブ
（
立

山
中
央
、
立
山
中
央
第
2
、
利
田
、

利
田
第
2
、
高
野
、
立
山
北
部
）

賃
金　

時
給
７
８
９
円
（
保
育
士
、

教
員
の
有
資
格
者
は
時
給
９
２
５
円
）

問
役
場
教
育
課
生
涯
学
習
係

☎
４
６
２
・
９
９
８
２

み
ん
な
の
税 

か
わ
ら
ば
ん

■
2
月
の
納
税　

▼
固
定
資
産
税
（
4
期
）

▼
国
民
健
康
保
険
税
（
8
期
）

▼
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
8
期
）

納
期
限　

3
月
1
日
㈪

問
役
場
税
料
金
課
収
納
管
理
係　

☎
４
６
２
・
９
９
５
１

立
山
地
域
住
宅
相
談
所
を
開
設

　

住
宅
の
耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
、

リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
の
無
料
相
談
を
行

い
ま
す
。

日
時　

2
月
18
日
㈭

　
　
　

午
後
2
時
〜
午
後
4
時

場
所　

役
場
3
階
第
2
会
議
室

問
役
場
建
設
課
建
築
住
宅
係

☎
４
６
２
・
９
９
７
５

児
童
手
当
の
振
り
込
み

　

2
月
8
日
㈪
に
指
定
口
座
へ
振
り

込
み
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
役
場
健
康
福
祉
課
児
童
福
祉
係

☎
４
６
２
・
９
９
５
５

ち
び
っ
こ
広
場

　

未
就
園
児
と
そ
の
家
族
が
自
由
に

遊
ぶ
場
で
す
。

2
月
の
広
場　

4
日
㈭
、
18
日
㈭
、

25
日
㈭　

場
所　

西
部
児
童
館

時
間　

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

問
西
部
児
童
館

☎
４
６
３
・
０
６
２
２

　

月
の
子
育
て
支
援

■
高
原
保
育
園

▼
2
日
㈫
／
「
節
分
の
集
い
」
鬼
は

〜
外
、
福
は
〜
内
！
▼
9
日
㈫
／

「
保
育
園
の
お
友
達
と
触
れ
合
っ
て

み
よ
う
」
お
友
達
と
仲
良
し
♥
▼
16

日
㈫
／
「
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
ト

ラ
イ
②
」
ナ
デ
ナ
デ
気
持
ち
い
い
な

〜
▼
23
日
㈫
／
「
ひ
な
人
形
を
作
ろ

う
」
可
愛
い
お
ひ
な
様
を
作
っ
ち
ゃ

お
う
！

問
高
原
保
育
園

☎
４
６
３
・
１
４
３
０　

■
み
ど
り
の
森
保
育
園

▼
4
日
㈭
／
「H

appy

リ
サ
イ
ク

ル
」
新
聞
紙
で
遊
ぼ
う
▼
18
日
㈭
／

「
も
う
す
ぐ
ひ
な
ま
つ
り
」
ひ
な
人

形
を
つ
く
ろ
う
▼
25
日
㈭
／
「
お
お

き
く
な
っ
た
か
な
？
⑥
」身
体
測
定
、

看
護
師
と
の
お
話

問
み
ど
り
の
森
保
育
園

☎
４
６
２
・
２
２
４
８

■
あ
お
ぞ
ら
保
育
園

▼
3
日
㈬
／
保
健
師
の
話
・
豆
ま
き

会
楽
し
い
よ
▼
9
日
㈫
／
親
子
体
操

教
室
▼
17
日
㈬
／
マ
マ
講
座
「
節
約

↓
保
険
の
見
直
し
②
」
▼
24
日
㈬
／

お
ひ
な
さ
ま
を
つ
く
ろ
う
・
折
り
紙

で
あ
そ
ぼ
う

問
あ
お
ぞ
ら
保
育
園

☎
４
６
３
・
０
０
６
１

■
む
つ
み
幼
稚
園

▼
18
日
㈭
／
一
緒
に
楽
し
く
遊
び
ま

し
ょ
う

問
む
つ
み
幼
稚
園

☎
４
６
２
・
１
５
７
０

火
の
元
に
は
十
分
注
意
を

　

町
管
内
で
は
年
末
に
2
件
の
火
災

が
発
生
し
、
焼
死
者
が
3
名
出
ま
し

た
。
た
と
え
使
い
慣
れ
た
暖
房
機
器

で
も
日
ご
ろ
か
ら
注
意
す
る
意
識
を

持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
機
器
の
取

り
扱
い
や
周
囲
の
状
況
に
は
、
細
心

の
注
意
を
払
い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
住
宅
火
災
に
よ
り
死
に

至
っ
た
原
因
の
7
割
が「
逃
げ
遅
れ
」

で
す
。
早
期
に
火
災
の
発
生
を
知
ら

せ
て
く
れ
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

ご
家
庭
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

問
町
消
防
署
予
防
係

☎
４
６
３
・
０
０
０
５

新
型
の
除
雪
車
を
導
入

　

町
は
、
12
月

に
新
型
の
除
雪

車
を
導
入
し
ま

し
た
。
除
雪
車

は
約
６
６
０
万

円
で
購
入
し
た

も
の
で
、千
垣
地
内
で
稼
動
し
ま
す
。

問
役
場
建
設
課
土
木
施
設
維
持
係

☎
４
６
２
・
９
９
７
８

町
人
権
擁
護
委
員
に
松
久
さ
ん

　

町
人
権
擁

護
委
員
に
松

久
幸
子
さ
ん

（
谷
口
）
が

再
任
さ
れ
ま

し
た
。
任
期
は
平
成
25
年
3
月
ま
で

の
3
年
間
で
す
。

自
衛
官
を
募
集

募
集
種
目　

　

予
備
自
衛
官
補
（
一
般
、
技
能
）

応
募
資
格　

　

18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
方

受
付
期
限　

4
月
9
日
㈮
ま
で

問
自
衛
隊
魚
津
地
域
事
務
所

☎
０
７
６
５
・
２
４
・
１
０
３
６

国
の
教
育
ロ
ー
ン
の
ご
案
内

　

高
校
、
大
学
な
ど
へ
の
入
学
時
、

在
学
中
に
か
か
る
費
用
を
対
象
と
し

た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。
生
徒
一

人
に
つ
き
３
０
０
万
円
以
内
を
固
定

金
利
（
年
２
・
６
５
％
、
平
成
22
年

1
月
現
在
）
で
利
用
で
き
ま
す
。
ま

た
、
在
学
期
間
中
は
利
息
の
み
ご
返

済
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

問
日
本
政
策
金
融
公
庫
・
教
育
ロ
ー

ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
・
０
０
８
６
５
６

平
成　

年
度
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

　

県
内
の
医
療
機
関
に
就
業
を
希
望

す
る
看
護
師
等
免
許
取
得
者
、
看
護

学
生
を
対
象
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時
、
場
所　

▼
3
月
6
日
㈯
午
後
1
時
〜
午
後
4

時
／
富
山
県
看
護
研
修
セ
ン
タ
ー

▼
3
月
7
日
㈰
午
後
1
時
〜
午
後
4

時
／
ウ
ィ
ン
グ
・
ウ
ィ
ン
グ
高
岡

内
容　

▼
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
る
施
設
紹
介
▼
人
事
担
当
者
と
の

個
別
面
談
、
相
談

問
㈳
富
山
県
看
護
協
会
富
山
県
ナ
ー

ス
セ
ン
タ
ー
☎
４
３
３
・
５
２
５
１

第　

回
花
と
緑
の

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

期
日　

2
月
19
日
㈮
〜
21
日
㈰

場
所　

県
中
央
植
物
園

内
容　

青
い
バ
ラ
や
コ
ン
テ
ナ
ガ
ー

デ
ン
な
ど
の
展
示
、
ツ
バ
キ
と

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
散
歩
道 

他

問
財
団
法
人
花
と
緑
の
銀
行

☎
４
６
６
・
２
４
２
５

2

21

20
町消費生活相談窓口を役場内に開設
　多重債務や訪問販売、お金や商品
などに関する悩みがある方は、気軽
にご相談ください。
日時　毎週月・水・金曜
　　　午前9時～午後4時
　　　（祝日、年末年始を除く）
場所　役場1階 住民環境課内
問町消費生活相談窓口☎462－9915
■まずは消費者ホットラインをご利用ください
　音声ガイダンスで、身近な消費者生活相談窓口の電話番号や受付時
間をご案内します。問消費者ホットライン☎0570－064－370

1415



編
集
と
発
行
／
富
山
県
中
新
川
郡
立
山
町

広
報
た
て
や
ま
　
平
成
22
年
2
月
号
　
通
巻
674

号
（
毎
月
1
回
1
日
発
行
）　
昭
和
29
年
1
月
10
日
第
1
号
発
行

〒
930－

0292富
山
県
中
新
川
郡
立
山
町
前
沢
2440

番
地

☎
0
7
6
－
4
6
3
－
1
1
2
1
　
℻
0
7
6
－
4
6
3
－
1
2
5
4

ち
ょ
っ
と
一
息

▼
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
、
一
般
的
に

お
年
寄
り
の
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
と

思
わ
れ
が
ち
の
中
で
の
チ
ー
ム

「
誤
天
怪
」
の
存
在
。
メ
ン
バ
ー

は
美
容
師
や
農
家
、
営
業
マ
ン
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
の
皆
さ
ん
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。取
材
で
は
、

楽
し
く
プ
レ
ー
し
て
い
る
姿
が
興

味
深
く
、
新
鮮
に
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。
実
力
も
伸
び
て
い
て
、
練
習

相
手
で
あ
る
チ
ー
ム
「
ス
マ
イ

リ
ー
立
山
」
の
皆
さ
ん
は
「
上
達

が
早
い
」
と
太
鼓
判
を
押
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
飲
み
会
を
通
じ
て

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
て

い
る
誤
天
怪
。
今
後
の
活
躍
に
期

待
し
ま
す
。（
た
つ
よ
し
）

 

環
境
保
全
基
金

●
1
万
円　

野
田　

正
喜
様

●
１
，
５
０
０
円　

生
ご
み
堆
肥
化
協
力
金

善
意
銀
行
〜
12
月
受
付
分
〜

●
5
万
円　

松
岡　

浩
二
様

●
5
万
円　

才
智　

政
義
様

●
１
，
４
１
９
円　

　
　
　
　
　

若
葉
の
会
様

●
3
万
円　

中
西　

友
幸
様

●
2
万
３
，
６
０
０
円　

　

株
式
会
社
М
＆
Ｂ　

舟
橋
・

立
山
天
然
温
泉
湯
め
ご
こ
ち
様

●
3
万
円　

匿
名

第9回 釜
かましょう

小スターズ、娯
ご て ん か い

天怪
（ゲートボールチーム） 

町在住や町出身で頑張っている人、団体などを紹介します立
た て や ま

山魅
み り ょ く

力人
び と

―

結
成
し
た
の
は

　

平
成
19
年
に
、
町
内
の
18
〜

64
歳
（
ミ
ド
ル
層
）
の
男
性
が

集
ま
り
結
成
し
ま
し
た
。

―

娯
天
怪
の
由
来
は

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
、
5
人
全

員
が
第
1
ゲ
ー
ト
を
通
過
し
た

ら
、
点
数
が
5
点
入
る
競
技
で

す
。
チ
ー
ム
で
5
点
（
娯
天
）

取
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま

し
た
が
、
最
初
は
5
点
取
る
の

も
怪
し
い
と
い
う
こ
と
で
「
娯

天
」
と
「
怪
」
を
組
み
合
わ
せ

て
名
付
け
ま
し
た
。
ま
た
、
娯

楽
を
楽
し
み
た
い
と
い
う
思
い

を
込
め
て
い
ま
す
。

―
活
動
内
容
は

　

町
内
在
住
の
26

〜
48
歳
の
男
性
7

人
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
代
表
と
主

将
は
藤
川
昇
さ
ん

（
利
田
）
が
務
め

て
い
ま
す
。

　

練
習
は
、
毎
週

月
・
水
曜
日
の
午
後

7
時
か
ら
町
中
央
体

育
セ
ン
タ
ー
で
行
っ

て
い
ま
す
。
町
内
の

大
会
を
中
心
に
出
場

し
て
い
て
、
現
在
は

1
月
か
ら
開
催
し
て

い
る
町
総
当
た
り

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

に
も
出
て
い
ま
す
。

―

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の

魅
力
は

　

た
だ
点
数
を
取
れ
ば
い
い
の

で
は
な
く
、
駆
け
引
き
が
必
要

と
さ
れ
る
競
技
で
す
。「
球
技

の
オ
セ
ロ
」
と
も
い
わ
れ
る
プ

レ
ー
ヤ
ー
の
細
か
い
技
術
に
裏

打
ち
さ
れ
た
頭
脳
ゲ
ー
ム
で
あ

る
こ
と
に
魅
力
を
感
じ
ま
す
。

―

今
後
の
展
望
は

　

将
来
的
に
は
全
国
大
会
に
出

場
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
そ
の
よ
う
な
レ

ベ
ル
に
達
し
て
い
ま
せ
ん
。
地

道
に
一
歩
一
歩
段
階
を
積
ん
で

い
き
た
い
で
す
。

―

町
民
の
皆
さ
ん
へ

　

み
ん
な
で
和
気

あ
い
あ
い
と
楽
し

く
活
動
す
る
こ
と

が
チ
ー
ム
の
モ
ッ

ト
ー
で
す
。
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
を
体
験

し
た
い
方
は
、
気

軽
に
練
習
を
見
に

来
て
く
だ
さ
い
。

チーム「娯天怪」

娯天怪のメンバー。後列真ん中が藤川さん

―

結
成
し
た
の
は

　

昨
年
8
月
の
町
民
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
で
釜
ヶ
渕
小
学
校

チ
ー
ム
が
優
勝
し
、
県
の
推
薦

を
受
け
て
、
夏
に
埼
玉
県
で
開

催
さ
れ
る
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
大
会

の
出
場
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

主
力
メ
ン
バ
ー
の
石
田
愛
さ

ん
、
久
田
愛
花
さ
ん
（
6
年
）

が
抜
け
、
昨
年
9
月
に
4
〜
5

年
生
の
児
童
10
人
で
新
た
に

「
釜
小
ス
タ
ー
ズ
」
を
結
成
し

ま
し
た
。

―

活
動
内
容
は

　

練
習
は
、
毎
週

金
・
土
曜
日
の

午
後
7
時
か
ら
町

中
央
体
育
セ
ン

タ
ー
で
行
っ
て
い

ま
す
。
雪
が
降
ら

な
い
間
は
、
釜
ヶ

渕
小
学
校
近
く
の

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
広
場
で

練
習
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

　

全
国
大
会
の
出
場

実
績
を
持
つ
チ
ー
ム

「
キ
ー
プ
ヘ
ル
ス
Ｓ
」

に
所
属
す
る
監
督
の
浅

倉
日
登
美
さ
ん
（
道
源

寺
）、
コ
ー
チ
の
金
山

里
美
さ
ん
（
道
源
寺
）

の
ほ
か
、
金
山
美
江
子

さ
ん
（
道
源
寺
）
が
中

心
に
な
っ
て
指
導
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
。

―

モ
ッ
ト
ー
は

　

チ
ー
ム
の
輪
を
大
切
に
す

る
、
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な
い

こ
と
で
す
。

―

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
魅
力
は

　

ボ
ー
ル
が
ゲ
ー
ト
を
通
過
し

た
と
き
に
喜
び
を
感
じ
ま
す
。

ま
た
、
相
手
チ
ー
ム
の
ボ
ー
ル

を
コ
ー
ト
外
に
出
し
た
と
き
が

気
持
ち
い
い
で
す
。

―

全
国
大
会
へ
の
抱
負
を

　

第
1
ゲ
ー
ト
ま
で
の
約
4
ｍ

の
距
離
を
1
打
目
で
通
過
さ
せ

る
こ
と
が
勝
利
へ

の
大
き
な
ポ
イ
ン

ト
で
す
。
全
国
大

会
で
は
自
分
た
ち

の
力
を
発
揮
し
、

優
勝
し
て
立
山
町

に
帰
っ
て
来
ま

す
。
応
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

チーム「釜小スターズ」

釜小スターズのメンバー


